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　本研究の目的は，大学生が外傷体験を筆記により開示することが，心身の健康に及ぼす影響を検討
することであった．実験参加者は，A大学の学生で研究の同意が得られた対象に外傷体験の重症度を
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 1 . 1 .　対象　　
　A大学学生で研究の同意が得られた対象に，出来
















































 1 . 4 .　研究期間
　2006年５月～2006年11月
 2．唾液アミラーゼ活性と脳血流測定の方法
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